
  

 

■計画の対象路線図 

 

※中心部は路線が多数重複していることから短距離の路線などは抽出図を使用して整理しています。 
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※中心部は路線が多数重複していることから短距離の路線などは抽出図を使用して整理しています。 
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現 行 改正案 
十勝地域公共交通計画 バス路線図 資料５ 
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1.4.2 本計画の対象路線 

 (1)計画の対象とする路線 

▨ 前述のとおり、本計画の対象路線は、中核都市（帯広市）と周辺町村（18 町村）を結ぶネ

ットワークである 「広域交通」 とします。 

▨ 以下に、本計画の対象とする路線を示します。また、北海道十勝地域公共交通計画推進協議

会の区分に従い、各対象路線が該当する分科会（地域区分）を示します。 

▨ 「16 陸別線」は、北見市～置戸町～陸別町を運行するオホーツク地域の広域交通ですが、運

行経路の一部が本計画の対象区域に属するため、本計画においても対象路線に位置付けてい

ます。ただし、路線の維持方針や施策等については、「北海道オホーツク地域等公共交通計画」

に記載するものとします。 

 

 ■計画の対象路線 

路線区分 対象路線 

①地域間幹線系統（路線バス） 

1 芽室線 9 然別湖線 

2 帯広陸別線 10 鹿追線 

3 南商あかしや線 11 新帯線 

4 広尾線 12 上士幌線（北海道拓殖バス） 

5 上士幌線（十勝バス） 13 音上線 

6 十勝川温泉線 14 雄飛が丘団地線 

7 音更線 15 中鈴蘭循環線 

8 緑駒線 16 陸別線 

②広域生活交通路線（路線バス） 17 幕別線 

③鉄道 
18 JR 石勝線・根室本線（南千歳駅～【新得駅～厚内駅】～釧路駅） 

19 JR 根室本線（滝川駅～【新得駅】） 

 ※管内駅のみ【】内に表示 

 ■計画の対象路線の分科会区分 

分科会区分 対象路線の番号 分科会の構成市町村（対象路線の運行区域） 

第 1 分科会 5・6・7・12・13 帯広市・音更町・士幌町・上士幌町 

第 2 分科会 8・9・10・11・14・15・18・19 帯広市・音更町・鹿追町・新得町・清水町 

第 3 分科会 4 帯広市・中札内村・更別村・幕別町・大樹町・広尾町 

第 4 分科会 2・3・17・18 帯広市・幕別町・池田町・豊頃町・本別町・足寄町・陸別町・浦幌町 

第 5 分科会 1・18 帯広市・芽室町・清水町※オブザーバー 

その他 16 北見市・訓子府町・置戸町・陸別町 
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ットワークである 「広域交通」 とします。 

▨ 以下に、本計画の対象とする路線を示します。また、北海道十勝地域公共交通計画推進協議

会の区分に従い、各対象路線が該当する分科会（地域区分）を示します。 

▨ 「16 陸別線」は、北見市～置戸町～陸別町を運行するオホーツク地域の広域交通ですが、運

行経路の一部が本計画の対象区域に属するため、本計画においても対象路線に位置付けてい

ます。ただし、路線の維持方針や施策等については、「北海道オホーツク地域等公共交通計画」

に記載するものとします。 

 

 ■計画の対象路線   （令和７（2025）年 10 月路線再編） 

路線区分 対象路線 

①地域間幹線系統（路線バス） 

1 芽室線   

2 帯広陸別線 10 鹿追線 

3 南商あかしや線   

4 広尾線 12 上士幌線（北海道拓殖バス） 

5 上士幌線（十勝バス） 13 音上線 

6 十勝川温泉線 14 雄飛が丘団地線 

7 音更線 15 中鈴蘭循環線 

8 緑駒線 16 陸別線 

②広域生活交通路線（路線バス） 17 幕別線 20  新鹿線 

③地域内フィーダー系統（路線バス） 21 然別湖線 

④鉄道 
18 JR 石勝線・根室本線（南千歳駅～【新得駅～厚内駅】～釧路駅） 

19 JR 根室本線（滝川駅～【新得駅】） 

 ※管内駅のみ【】内に表示 

 ■計画の対象路線の分科会区分 

分科会区分 対象路線の番号 分科会の構成市町村（対象路線の運行区域） 

第 1 分科会 5・6・7・8・12・13 帯広市・音更町・士幌町・上士幌町 

第 2 分科会 10・14・15・18・19・20・21 帯広市・音更町・鹿追町・新得町・清水町 

第 3 分科会 4 帯広市・中札内村・更別村・幕別町・大樹町・広尾町 

第 4 分科会 2・3・17・18 帯広市・幕別町・池田町・豊頃町・本別町・足寄町・陸別町・浦幌町 

第 5 分科会 1・18 帯広市・芽室町・清水町※オブザーバー 

その他 16 北見市・訓子府町・置戸町・陸別町 
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現 行 改正案 



  

 

■計画の対象路線図 

※中心部は路線が多数重複していることから短距離の路線などは抽出図を使用して整理しています。 
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現 行 改正案 



 

 

2.2 十勝地域の公共交通の現状について 

2.2.1 公共交通の運行状況・利用状況 

 

▨ 2.2.1 では、当地域における公共交通の運行状況・利用状況について示します。 
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(2)路線バス（市町村を跨ぐ路線） 

 

ⅰ）系統別運行状況 

▨ 当地域内では、十勝バス株式会社、北海道拓殖バス株式会社の 2 社が路線バスを運行して

います。また、北海道北見バス株式会社が北見市から陸別町までを結ぶ路線を運行していま

す。 

▨ そのうち、本計画の対象となる市町村を跨ぐ広域バス路線は、地域間幹線系統 16 系統、広

域生活交通路線 1 系統が運行しています。 

 

分科会 

区分 
路線名 

運行回数 

（往復） 

利用者数 

（人/年） 
経路 始発時間 終発時間 運行事業者 

■地域間幹線系統 

第 1 分科会 

5 上士幌線 7.3 145,546 
十勝バス本社～ 

上士幌交通ターミナル 

往 06:34 
復 06:25 

19:19 
19:05 

十勝バス 
株式会社 

6 十勝川温泉線 7.8 43,676 
帯広駅バスターミナル～ 

エコロジーパーク 

往 07:11 
復 07:08 

18:11 
18:52 

十勝バス 
株式会社 

7 音更線 17.0 314,788 
十勝バス本社～ 

音更桜ケ丘 

往 06:14 
復 06:54 

19:59 
20:14 

十勝バス 
株式会社 

12 上士幌線 4.9 60,663 帯広駅前～上士幌 
往 07:05 
復 06:31 

21:00 
16:21 

北海道拓殖 
バス株式会社 

13 音上線 3.4 40,188 帯広駅前～上士幌 
往 07:00 
復 07:21 

18:35 
19:11 

北海道拓殖 
バス株式会社 

第 2 分科会 

8 緑駒線 4.0 20,726 帯広駅前～帯広駅前 往 07:05 16:55 
北海道拓殖 
バス株式会社 

9 然別湖線 3.8 53,238 帯広駅前～然別湖 
往 07:52 
復 10:00 

16:00 
18:25 

北海道拓殖 
バス株式会社 

10 鹿追線 3.5 32,566 帯広駅前～鹿追 
往 13:45 
復 06:40 

20:00 
15:20 

北海道拓殖 
バス株式会社 

11 新帯線 3.5 35,203 帯広駅前～南新得 
往 07:15 
復 07:30 

16:30 
15:15 

北海道拓殖 
バス株式会社 

14 雄飛が丘団地線 15.6 57,192 
帯広駅前～ 

雄飛が丘北区 

往 08:55 
復 07:08 

21:20 
17:23 

北海道拓殖 
バス株式会社 

15 中鈴蘭循環線 9.9 24,234 帯広駅前～帯広駅前 
往 08:30 
復 08:50 

15:50 
17:30 

北海道拓殖 
バス株式会社 

第 3 分科会 4 広尾線 12.6 157,974 
帯広駅バスターミナル～ 

広尾営業所 

往 06:02 
復 05:11 

20:55 
18:24 

十勝バス 
株式会社 

第 4 分科会 

2 帯広陸別線 8.3 121,655 
十勝バス本社南口～ 

陸別 

往 05:12 
復 05:25 

19:03 
18:05 

十勝バス 
株式会社 

3 南商あかしや線 9.4 122,174 
十勝バス本社～ 

幕別温泉 

往 07:05 
復 07:05 

19:22 
19:53 

十勝バス 
株式会社 

第 5 分科会 1 芽室線 6.3 56,207 
帯広駅バスターミナル～ 

芽室駅前 

往 07:45 
復 06:52 

18:43 
18:32 

十勝バス 
株式会社 

その他 16 陸別線 6.6 82,520 陸別～北見 
往 05:54 
復 05:49 

19:00 
18:08 

北海道北見 
バス株式会社 

■広域生活交通路線 

第 4 分科会 17 幕別線 3.0 24,911 
十勝バス本社南口～ 

幕別東緑町団地 

往 06:52 
復 07:02 

18:17 
15:06 

十勝バス 
株式会社 

出典：補助申請書類（令和 3（2021）バス事業年度データ）（バス事業者提供）をもとに作成 

※バス事業年度とは：前年 10 月から当年 9 月までの期間を示すもので路線バスの補助申請等に使われる年度表記。 

令和 4 年バス事業年度とした場合、令和 3 年 10 月 1 日から令和 4 年 9 月 30 日までの期間 

 

 

(2)路線バス 

 

ⅰ）系統別運行状況 

▨ 当地域内では、十勝バス株式会社、北海道拓殖バス株式会社の 2 社が路線バスを運行して

います。また、北海道北見バス株式会社が北見市から陸別町までを結ぶ路線を運行していま

す。 

▨ そのうち、本計画の対象となる広域バス路線は、地域間幹線系統 14 系統、広域生活交通路

線２系統、地域内フィーダー系統１系統が運行しています。 

 

分科会 

区分 
路線名 

運行回数 

（往復） 

利用者数 

（人/年） 
経路 始発時間 終発時間 運行事業者 

■地域間幹線系統 

第 1 分科会 

5 上士幌線 7.3 145,546 
十勝バス本社～ 

上士幌交通ターミナル 

往 06:34 
復 06:25 

19:19 
19:05 

十勝バス 
株式会社 

6 十勝川温泉線 7.8 43,676 
帯広駅バスターミナル～ 

エコロジーパーク 

往 07:11 
復 07:08 

18:11 
18:52 

十勝バス 
株式会社 

7 音更線 17.0 314,788 
十勝バス本社～ 

音更桜ケ丘 

往 06:14 
復 06:54 

19:59 
20:14 

十勝バス 
株式会社 

8 緑駒線 4.0 20,726 帯広駅前～帯広駅前 往 07:05 16:55 
北海道拓殖 
バス株式会社 

12 上士幌線 4.9 60,663 帯広駅前～上士幌 
往 07:05 
復 06:31 

21:00 
16:21 

北海道拓殖 
バス株式会社 

13 音上線 3.4 40,188 帯広駅前～上士幌 
往 07:00 
復 07:21 

18:35 
19:11 

北海道拓殖 
バス株式会社 

第 2 分科会 

10 鹿追線 3.5 105,956 帯広駅前～鹿追 
往 13:45 
復 06:40 

20:00 
15:20 

北海道拓殖 
バス株式会社 

14 雄飛が丘団地線 15.6 57,192 
帯広駅前～ 

雄飛が丘北区 

往 08:55 
復 07:08 

21:20 
17:23 

北海道拓殖 
バス株式会社 

15 中鈴蘭循環線 9.9 24,234 帯広駅前～帯広駅前 
往 08:30 
復 08:50 

15:50 
17:30 

北海道拓殖 
バス株式会社 

第 3 分科会 4 広尾線 12.6 157,974 
帯広駅バスターミナル～ 

広尾営業所 

往 06:02 
復 05:11 

20:55 
18:24 

十勝バス 
株式会社 

第 4 分科会 

2 帯広陸別線 8.3 121,655 
十勝バス本社南口～ 

陸別 

往 05:12 
復 05:25 

19:03 
18:05 

十勝バス 
株式会社 

3 南商あかしや線 9.4 122,174 
十勝バス本社～ 

幕別温泉 

往 07:05 
復 07:05 

19:22 
19:53 

十勝バス 
株式会社 

第 5 分科会 1 芽室線 6.3 56,207 
帯広駅バスターミナル～ 

芽室駅前 

往 07:45 
復 06:52 

18:43 
18:32 

十勝バス 
株式会社 

その他 16 陸別線 6.6 82,520 陸別～北見 
往 05:54 
復 05:49 

19:00 
18:08 

北海道北見 
バス株式会社 

■広域生活交通路線 

第２分科会 20 新鹿線 3.5 7,386 
鹿追～ 

南新得 

往 7:30 
復 7:30 

16:52 
16:15 

北海道拓殖バス 
株式会社 

第 4 分科会 17 幕別線 3.0 24,911 
十勝バス本社南口～ 

幕別東緑町団地 

往 06:52 
復 07:02 

18:17 
15:06 

十勝バス 
株式会社 

■地域内フィーダー系統 

第 2 分科会 21 然別湖線 3.8 7,665 
鹿追～ 

然別湖 

往 9:00 
復 10:00 

17:32 
18:25 

北海道拓殖バス 
株式会社 

出典：補助申請書類（令和 3（2021）バス事業年度データ）（バス事業者提供）をもとに作成 
※令和 7（2025）年 10 月再編後の路線で記載（令和３（2021）実績に基づく推計値） 

      ※バス事業年度とは：前年 10 月から当年 9 月までの期間を示すもので路線バスの補助申請等に使われる年度表記。 

令和 4 年バス事業年度とした場合、令和 3 年 10 月 1 日から令和 4 年 9 月 30 日までの期間 51 

51 

現 行 改正案 



 

 

2.2.3 路線バスＯＤ調査 

▨ 2.2.3 では、令和 3（2021）年度に実施した路線バス OD 調査に基づいて、本計画の対象

路線の実態について示します。OD 調査の調査結果（OD 図等）は資料編に記載します。 

※OD 調査：Oは起点(origin)、D は終点(destination)を表し、「起終点調査」とも呼ばれます。バス利用者個人ごとの乗車バス

停と降車バス停の双方を合わせて把握することで「移動経路」を整理することが可能な調査です。 

 

(1)OD 調査実施概要 

▨ 路 線 バ ス OD 調 査 の 調 査 対 象 路 線 は 、 地 域 間 幹 線 系 統 15 路 線 と し ま す 。 

（※16 陸別線については当該調査では実施していません） 

▨ 以下に対象路線の一覧と OD 調査の方法・調査日程を示します。 

 

分科会区分 路線名 運行事業者 調査方法 
令和 3（2021）年度 

夏期調査 冬期調査 

第 1 分科会 

5 上士幌線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/24・25 2/22・23 

6 十勝川温泉線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/20・24 2/22・23 

7 音更線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/24・25 2/22・23 

12 上士幌線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

13 音上線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

第 2 分科会 

8 緑駒線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

9 然別湖線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

10 鹿追線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

11 新帯線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

14 雄飛が丘団地線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

15 中鈴蘭循環線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

第 3 分科会 4 広尾線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/24・25 2/22・23 

第 4 分科会 
2 帯広陸別線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/17・18 2/22・23 

3 南商あかしや線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/20・23 2/22・23 

第 5 分科会 1 芽室線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/17・21 2/22・23 

 

 ※ビンゴ式調査票：調査員が対象路線に乗車して利用者にビンゴ式調査票（※資料編を参照）を配布回収する方法 

 ※運賃箱データ分析：運賃箱で回収する整理券データに基づいて乗降バス停を把握する分析方法 

  

 

 

2.2.3 路線バスＯＤ調査 

▨ 2.2.3 では、令和 3（2021）年度に実施した路線バス OD 調査に基づいて、本計画の対象

路線の実態について示します。OD 調査の調査結果（OD 図等）は資料編に記載します。 

※OD 調査：Oは起点(origin)、D は終点(destination)を表し、「起終点調査」とも呼ばれます。バス利用者個人ごとの乗車バス

停と降車バス停の双方を合わせて把握することで「移動経路」を整理することが可能な調査です。 

 

(1)OD 調査実施概要 

▨ 路 線 バ ス OD 調 査 の 調 査 対 象 路 線 は 、 地 域 間 幹 線 系 統 15 路 線 と し ま す 。 

（※16 陸別線については当該調査では実施していません） 

▨ 以下に対象路線の一覧と OD 調査の方法・調査日程を示します。 

 

分科会区分 路線名 運行事業者 調査方法 
令和 3（2021）年度 

夏期調査 冬期調査 

第 1 分科会 

5 上士幌線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/24・25 2/22・23 

6 十勝川温泉線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/20・24 2/22・23 

7 音更線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/24・25 2/22・23 

8 緑駒線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

12 上士幌線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

13 音上線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

第２分科会 

9 然別湖線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

10 鹿追線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

11 新帯線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

14 雄飛が丘団地線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

15 中鈴蘭循環線 北海道拓殖バス株式会社 運賃箱データ分析 10 月データ 2 月データ 

第 3 分科会 4 広尾線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/24・25 2/22・23 

第 4 分科会 
2 帯広陸別線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/17・18 2/22・23 

3 南商あかしや線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/20・23 2/22・23 

第 5 分科会 1 芽室線 十勝バス株式会社 ビンゴ式調査票 10/17・21 2/22・23 

 

 ※ビンゴ式調査票：調査員が対象路線に乗車して利用者にビンゴ式調査票（※資料編を参照）を配布回収する方法 

 ※運賃箱データ分析：運賃箱で回収する整理券データに基づいて乗降バス停を把握する分析方法 

 ※令和 7（2025）年 10 月再編前の路線での調査 
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現 行 改正案 



  

 

(2)調査対象バス路線の利用実態 

■第 1 分科会 

5 上士幌線（十勝バス株式会社） 

▨ 主に音更町・士幌町・上士幌町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 帯広市内での移動 にも利用されています。 

▨ 音更町・士幌町・上士幌町では、 町内で完結する移動 や 3 町間での往来 は行われていません。 

 

6 十勝川温泉線（十勝バス株式会社） 

▨ 主に 帯広市内と音更町（木野・宝来／十勝川温泉街）との往来 に利用されています。 

▨ 帯広市と音更町の 各々の内部で完結する移動 には、あまり利用されていません。 

▨ 冬期において、音更町（木野・宝来）から帯広市内への移動 は顕著に増加しています。 

 

7 音更線（十勝バス株式会社） 

▨ 主に 帯広市内での移動 に利用されています。特に、新緑通り沿いで完結する移動や新緑通り沿いから帯
広駅周辺での利用が多い状況です。 

▨ 音更町内で完結する移動 や 音更町と帯広市との往来 にも利用されています。 

▨ 利用状況は、［新緑通り～帯広駅］と［帯広駅～音更町］という 2 つのニーズに分かれており、帯広駅を
またぐ移動ニーズ の構成比は低い状況です。 

 

12 上士幌線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、音更町・士幌町・上士幌町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 音更町と上士幌町との往来 にも利用されています。 

▨ 沿線の各市町村内での移動 にはあまり利用されていません。 
 

13 音上線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、音更町・士幌町・上士幌町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 音更町（国道沿い）と上士幌町との往来 にも利用されています。 

▨ 沿線の各市町村内での移動 にはあまり利用されていません。 

 

■第 2 分科会 

8 緑駒線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、帯広市と音更町との往来 や 音更町内での移動 に利用されています。 

▨ 上記の移動ニーズは、いずれも帯広駅や音更町サンドーム周辺で発生しています。 

▨ 帯広市と音更高校・駒場間の移動は、往路と復路で利用者数に差が見られます。 
 

9 然別湖線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、音更町・鹿追町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 音更町内で完結移動 も見られますが、帯広市内や鹿追町内で完結する移動 には利用されていません。 

▨ 然別湖への観光需要によって、帯広市と鹿追町との往来が 冬期に増加 する傾向が窺えます。 
 

10 鹿追線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、音更町・鹿追町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 音更町内や鹿追町内で完結する移動 にはあまり利用されていません。 

▨ 帯広市と音更町との往来は 冬期に増加する傾向 が窺えます。 

 

(2)調査対象バス路線の利用実態 

■第 1 分科会 

5 上士幌線（十勝バス株式会社） 

▨ 主に音更町・士幌町・上士幌町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 帯広市内での移動 にも利用されています。 

▨ 音更町・士幌町・上士幌町では、 町内で完結する移動 や 3 町間での往来 は行われていません。 

 

6 十勝川温泉線（十勝バス株式会社） 

▨ 主に 帯広市内と音更町（木野・宝来／十勝川温泉街）との往来 に利用されています。 

▨ 帯広市と音更町の 各々の内部で完結する移動 には、あまり利用されていません。 

▨ 冬期において、音更町（木野・宝来）から帯広市内への移動 は顕著に増加しています。 

 

7 音更線（十勝バス株式会社） 

▨ 主に 帯広市内での移動 に利用されています。特に、新緑通り沿いで完結する移動や新緑通り沿いから帯
広駅周辺での利用が多い状況です。 

▨ 音更町内で完結する移動 や 音更町と帯広市との往来 にも利用されています。 

▨ 利用状況は、［新緑通り～帯広駅］と［帯広駅～音更町］という 2 つのニーズに分かれており、帯広駅を
またぐ移動ニーズ の構成比は低い状況です。 

 

8 緑駒線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、帯広市と音更町との往来 や 音更町内での移動 に利用されています。 

▨ 上記の移動ニーズは、いずれも帯広駅や音更町サンドーム周辺で発生しています。 

▨ 帯広市と音更高校・駒場間の移動は、往路と復路で利用者数に差が見られます。 

12 上士幌線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、音更町・士幌町・上士幌町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 音更町と上士幌町との往来 にも利用されています。 

▨ 沿線の各市町村内での移動 にはあまり利用されていません。 
 

13 音上線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、音更町・士幌町・上士幌町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 音更町（国道沿い）と上士幌町との往来 にも利用されています。 

▨ 沿線の各市町村内での移動 にはあまり利用されていません。 

 

■第 2 分科会 
 

9 然別湖線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、音更町・鹿追町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 音更町内で完結移動 も見られますが、帯広市内や鹿追町内で完結する移動 には利用されていません。 

▨ 然別湖への観光需要によって、帯広市と鹿追町との往来が 冬期に増加 する傾向が窺えます。 
 

10 鹿追線（北海道拓殖バス株式会社） 

▨ 主に、音更町・鹿追町と 帯広市との往来 に利用されています。 

▨ 音更町内や鹿追町内で完結する移動 にはあまり利用されていません。 

▨ 帯広市と音更町との往来は 冬期に増加する傾向 が窺えます。 

現 行 改正案 
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2.2.6 計画の対象路線（路線バス）の収支状況等 

 

▨ 2.2.6 では、バス事業者提供データに基づいて、本計画の対象路線である地域間幹線系統及

び、広域生活交通路線の収支状況等について示します。（データ：令和 3（2021）バス事

業年度実績） 

▨ データ整理の対象路線は、本計画の対象路線のうち地域間幹線系統 16 路線と、広域生活

交通路線１路線とします。 

 
 

 (1)第 1 分科会 
 5 上士幌線（十勝バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 145,546 人 経常収益 34,543 千円 欠損額 51,618 千円 

平均乗車密度 4.0 人 経常費用 86,161 千円 国・道補助額 32,079 千円 

輸送量 29.2 人 収支率 40.1％ 市町村補助額 19,539 千円 

 

6 十勝川温泉線（十勝バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 43,676 人 経常収益 10,630 千円 欠損額 14,354 千円 

平均乗車密度 2.3 人 経常費用 24,984 千円 国・道補助額 10,678 千円 

輸送量 17.9 人 収支率 42.5％ 市町村補助額 3,676 千円 

 

7 音更線（十勝バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 440,073 人 経常収益 79,798 千円 欠損額 37,425 千円 

平均乗車密度 5.2 人 経常費用 117,223 千円 国・道補助額 0 千円 

輸送量 119.6 人 収支率 68.1％ 市町村補助額 ０千円 

 ※令和 5 バス事業年度より新規補助対象となっている路線です 

 

12 上士幌線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 60,663 人 経常収益 20,826 千円 欠損額 29,219 千円 

平均乗車密度 4.2 人 経常費用 50,044 千円 国・道補助額 17,906 千円 

輸送量 20.5 人 収支率 41.6％ 市町村補助額 11,313 千円 

 

13 音上線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 40,188 人 経常収益 12,742 千円 欠損額 19,316 千円 

平均乗車密度 4.5 人 経常費用 32,058 千円 国・道補助額 12,932 千円 

輸送量 15.3 人 収支率 39.7％ 市町村補助額 6,385 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2.6 計画の対象路線（路線バス）の収支状況等 

 

▨ 2.2.6 では、バス事業者提供データに基づいて、本計画の対象路線である地域間幹線系統、

広域生活交通路線及び地域内フィーダー系統の収支状況等について示します。（データ：令

和 3（2021）バス事業年度実績） 

▨ データ整理の対象路線は、本計画の対象路線のうち地域間幹線系統 14 路線、広域生活交

通路線２路線、地域内フィーダー系統１路線とします。 

 
 

 (1)第 1 分科会 
 5 上士幌線（十勝バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 145,546 人 経常収益 34,543 千円 欠損額 51,618 千円 

平均乗車密度 4.0 人 経常費用 86,161 千円 国・道補助額 32,079 千円 

輸送量 29.2 人 収支率 40.1％ 市町村補助額 19,539 千円 

 

6 十勝川温泉線（十勝バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 43,676 人 経常収益 10,630 千円 欠損額 14,354 千円 

平均乗車密度 2.3 人 経常費用 24,984 千円 国・道補助額 10,678 千円 

輸送量 17.9 人 収支率 42.5％ 市町村補助額 3,676 千円 

 

7 音更線（十勝バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 440,073 人 経常収益 79,798 千円 欠損額 37,425 千円 

平均乗車密度 5.2 人 経常費用 117,223 千円 国・道補助額 0 千円 

輸送量 119.6 人 収支率 68.1％ 市町村補助額 ０千円 

 ※令和 5 バス事業年度より新規補助対象となっている路線です 

  

8 緑駒線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 20,726 人 経常収益 5,090 千円 欠損額 5,600 千円 

平均乗車密度 3.4 人 経常費用 10,691 千円 国・道補助額 3,179 千円 

輸送量 13.6 人 収支率 47.8％ 市町村補助額 2,421 千円 

 

12 上士幌線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 60,663 人 経常収益 20,826 千円 欠損額 29,219 千円 

平均乗車密度 4.2 人 経常費用 50,044 千円 国・道補助額 17,906 千円 

輸送量 20.5 人 収支率 41.6％ 市町村補助額 11,313 千円 

 

13 音上線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 40,188 人 経常収益 12,742 千円 欠損額 19,316 千円 

平均乗車密度 4.5 人 経常費用 32,058 千円 国・道補助額 12,932 千円 

輸送量 15.3 人 収支率 39.7％ 市町村補助額 6,385 千円 
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現 行 改正案 
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(2)第２分科会 

 8 緑駒線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 20,726 人 経常収益 5,090 千円 欠損額 5,600 千円 

平均乗車密度 3.4 人 経常費用 10,691 千円 国・道補助額 3,179 千円 

輸送量 13.6 人 収支率 47.8％ 市町村補助額 2,421 千円 

 

 9 然別湖線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 53,238 人 経常収益 16,711 千円 欠損額 43,234 千円 

平均乗車密度 2.8 人 経常費用 59,946 千円 国・道補助額 23,588 千円 

輸送量 10.6 人 収支率 27.9％ 市町村補助額 19,646 千円 

 

 10 鹿追線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】  

年間輸送実績 32,566 人 経常収益 9,350 千円 欠損額 15,682 千円 

平均乗車密度 3.4 人 経常費用 25,032 千円 国・道補助額 8,353 千円 

輸送量 11.9 人 収支率 37.4％ 市町村補助額 7,329 千円 

 

 11 新帯線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 35,203 人 経常収益 11,277 千円 欠損額 27,768 千円 

平均乗車密度 3.0 人 経常費用 39,045 千円 国・道補助額 15,237 千円 

輸送量 10.5 人 収支率 28.9％ 市町村補助額 12,531 千円 

 

 14 雄飛が丘団地線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 57,192 人 経常収益 13,898 千円 欠損額 27,458 千円 

平均乗車密度 1.8 人 経常費用 41,356 千円 国・道補助額 9,585 千円 

輸送量 28.0 人 収支率 33.6％ 市町村補助額 17,863 千円 

 

 15 中鈴蘭循環線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 24,234 人 経常収益 5,150 千円 欠損額 10,797 千円 

平均乗車密度 2.6 人 経常費用 15,947 千円 国・道補助額 6,270 千円 

輸送量 25.7 人 収支率 32.3％ 市町村補助額 4,526 千円 

 

(3)第３分科会 

4 広尾線（十勝バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 157,974 人 経常収益 84,712 千円 欠損額 180,324 千円 

平均乗車密度 3.7 人 経常費用 265,036 千円 国・道補助額 112,624 千円 

輸送量 46.6 人 収支率 32.0％ 市町村補助額 67,700 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2)第 2 分科会 

 10 鹿追線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】  

年間輸送実績 105,956 人 経常収益 31,670 千円 欠損額 49,066 千円 

平均乗車密度 3.6 人 経常費用 80,736 千円 国・道補助額 23,955 千円 

輸送量 32.7 人 収支率 39.23％ 市町村補助額 25,111 千円 

  

14 雄飛が丘団地線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 57,192 人 経常収益 13,898 千円 欠損額 27,458 千円 

平均乗車密度 1.8 人 経常費用 41,356 千円 国・道補助額 9,585 千円 

輸送量 28.0 人 収支率 33.6％ 市町村補助額 17,863 千円 

 

 15 中鈴蘭循環線（北海道拓殖バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 24,234 人 経常収益 5,150 千円 欠損額 10,797 千円 

平均乗車密度 2.6 人 経常費用 15,947 千円 国・道補助額 6,270 千円 

輸送量 25.7 人 収支率 32.3％ 市町村補助額 4,526 千円 

 

21 然別湖線（北海道拓殖バス株式会社）【地域内フィーダー系統】  

年間輸送実績 7,665 人 経常収益 3,020 千円 欠損額 22,712 千円 

平均乗車密度 0.9 人 経常費用 25,732 千円 国・道補助額 2,889 千円 

輸送量 3.4 人 収支率 11.74％ 市町村補助額 19,823 千円 

 

 20 新鹿線（北海道拓殖バス株式会社）【広域生活交通路線】  

年間輸送実績 7,386 人 経常収益 2,648 千円 欠損額 14,907 千円 

平均乗車密度 1.3 人 経常費用 17,555 千円 国・道補助額 0 千円 

輸送量 4.0 人 収支率 15.08％ 市町村補助額 14,907 千円 

 ※令和 7（2025）年 10 月の再編後の路線で記載（令和３（2021）実績に基づく推計値） 

 

(3)第３分科会 

4 広尾線（十勝バス株式会社）【地域間幹線系統】 

年間輸送実績 157,974 人 経常収益 84,712 千円 欠損額 180,324 千円 

平均乗車密度 3.7 人 経常費用 265,036 千円 国・道補助額 112,624 千円 

輸送量 46.6 人 収支率 32.0％ 市町村補助額 67,700 千円 
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現 行 改正案 



 

 

(7)対象路線 17 系統のまとめ 

▨ 本計画の対象となる域内の地域間幹線系統及び、広域生活交通路線の令和 3（2021）バ

ス事業年度実績について、全 17 系統を合算すると、年間延べ数で約 150 万人の利用となっ

ています。往復利用で週に 5 日利用だと仮定すると、ヘビーユーザーは約 2,900 人で、ライトユ

ーザーを含めるとさらに多くの住民・来訪者に利用されていることが分かります。 

▨ 経常費用は合算で 11 億円を超えており、欠損額は▲7.38 億円、収支率は 36.9%です。 

▨ 市町村補助額の合計は 2.9 億円を超えており、輸送 1 人あたりに要している市町村補助額は

193.5 円/人となっています。 

 

 十勝バス 

株式会社 

北海道拓殖バス 

株式会社 

北海道北見バス 

株式会社 
対象路線合算 

路線数 8 路線 8 路線 1 路線 17 路線 

年間輸送実績 1,112,216 人 324,010 人 82,520 人 1,518,746 人 

平均乗車密度 5.0 未満 7 路線 8 路線 1 路線 16 路線 

輸送量 15.0 未満 1 路線 4 路線 0 路線 5 路線 

経常収益 308,024 千円 95,043 千円 29,281 千円 432,348 千円 

経常費用 803,120 千円 274,118 千円 93,021 千円 1,170,259 千円 

収支率 38.4％ 34.7％ 31.5％ 36.9％ 

欠損額 495,096 千円 179,075 千円 63,740 千円 737,911 千円 

国・道補助額 269,363 千円 97,061 千円 40,221 千円 406,645 千円 

市町村補助額 188,308 千円 82,014 千円 23,519 千円 293,841 千円 

■輸 送 1 人 に 要 し て 

いる市町村補助額 
169.3 円/人 253.1 円/人 285.0 円/人 193.5 円/人 

 

（令和 3（2021）バス事業年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)対象路線 17 系統のまとめ 

▨ 本計画の対象となる域内の地域間幹線系統、広域生活交通路線及び地域内フィーダー系統

の令和 3（2021）バス事業年度実績について、全 17 系統を合算すると、年間延べ数で約

150 万人の利用となっています。往復利用で週に 5 日利用だと仮定すると、ヘビーユーザーは約

2,900 人で、ライトユーザーを含めるとさらに多くの住民・来訪者に利用されていることが分かりま

す。 

▨ 経常費用は合算で 11 億円を超えており、欠損額は▲7.38 億円、収支率は 36.9%です。 

▨ 市町村補助額の合計は 2.9 億円を超えており、輸送 1 人あたりに要している市町村補助額は

193.5 円/人となっています。 

 

 十勝バス 

株式会社 

北海道拓殖バス 

株式会社 

北海道北見バス 

株式会社 
対象路線合算 

路線数 8 路線 8 路線 1 路線 17 路線 

年間輸送実績 1,112,216 人 324,010 人 82,520 人 1,518,746 人 

平均乗車密度 5.0 未満 7 路線 8 路線 1 路線 16 路線 

輸送量 15.0 未満 1 路線 4 路線 0 路線 5 路線 

経常収益 308,024 千円 95,043 千円 29,281 千円 432,348 千円 

経常費用 803,120 千円 274,118 千円 93,021 千円 1,170,259 千円 

収支率 38.4％ 34.7％ 31.5％ 36.9％ 

欠損額 495,096 千円 179,075 千円 63,740 千円 737,911 千円 

国・道補助額 269,363 千円 97,061 千円 40,221 千円 406,645 千円 

市町村補助額 188,308 千円 82,014 千円 23,519 千円 293,841 千円 

■輸 送 1 人 に 要 し て 

いる市町村補助額 
169.3 円/人 253.1 円/人 285.0 円/人 193.5 円/人 

 

（令和 3（2021）バス事業年度）  

※令和 7（2025）年 10 月再編前の集計値 
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現 行 改正案 


